
別記第 1 号様式 代表者経理責任者起案者

会派名日本共闘郡山市翻 支出調書 U J @ 
区分 11 事由 費目・金額 小音|

1 調査研究費 交通費 旅費 自動車燃料費
資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金・会費

211肝 ， 修費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料

会場費 交通費 自動車燃料費

3 広報費 資料作成費 広報誌(紙) 報告書等印刷費
送料(折込料含む) ワェブページ掲載代 茶菓子代

振込料

4 広聴費紙アンJT-卜1介必Jt lオ♂スカヴ"会場費 交通費 自動車燃料費
資料作成費 今宇九デ7'èf 茶菓子代 J辰込料 ネギヂノ 4474ヒ

5 要請・陳情活動費 交通費 旅費 自動車燃料費
資料作成費 振込料

6 会議費 会場費 交通費 自動車燃料費
資料作成費 振込料

7 資料作成費 印刷製木費 翻訳料 筆11|:料
振込料

8 資料購入代 法規追録代 参考図書代 新聞雑誌:等購読料
有事l・データベーメ等利用151- J辰込料

9 人件費 | 賃金 社会保険料等 振込料

10事務所費 備品購入費 事務機器等リ}ス代 消耗品等事務費
印刷代 振込料 配送手数料

11 通信運搬・自動 電話料等(按分) 郵便事!等 自動車燃料費(放分)
車燃料費 1 その他

|使用者 同改 @i文出年月一戸/ぷ年 1/ 月 Z 日也甘 /ア 合計 料'!/'-f 7ん円
ナ/ナ



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 /ア, 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

土p;空空究費 2 研修費 3 広報費(1)広聴費
制作物

,', 時

5 要請陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 8 資料購入費

10 事務 所 費 ;11 通信運扱 ・ 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的
れ党の 新凶ftbÍt /約ナィヴ，10

(支出事由 )
, 

内 容

中氏 1/叫q新首\J/T~1t ~示。ス子ィヨ"刈 (悦奇〉
~ 

. 

支出年月日 支 出 先 支出金額

H. 
ユ8 年11 月 Z 日 浮い是 l乱けゑ，! ゲゲ4ムノゲ 7 1f 円

上記のとおり支出します。

議員氏名主局長多厚手お
領収書及び料金内訳明細書等貼付欄 h

領収証 Na 一一一' " 一一ー

日本失A;之 j郎ムキ 3義;凶 様 ユ0/ι 年 /1 月 :8. 白

金額

内

消費税等

現 1

4 切手|

告i HiŜ GO #778 

i<..GitL L.，L ぷ 7 i/
i 但 ミF 長"fè-クJト新津i持品イ℃‘

、プイーフ'}_.;万;ズディ
上記正に領収いたしました

'/''J~ 

〒963-8004 福島県郡山市 γ ~J J. 

ZE郡 山共同印
取締役社長柳沼太利
電話(024)-932-6958

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

-

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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レ 込本英三三支嘉手ムキ該国様
下言己のとおり納品いたしました

口Eコ口 名 数 量
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2 0/る年 I1 月 7 日 No 

単

子9邸喝004 福島県郡山市中町15そλ

会社郡山共同開届!
取t監視認2五品:21 
価 金額(税抜 税込) f商 要
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請求書

一 一一一一._.. ..-ー}ーー一一町 山 、

2 0/6 年(/月 7 日 No

子963.，.8∞4 福島県郡山市中町15-2包

諾郡山共同印

…， 司自一 一司 令山一司. -

泊客笑老支 足立と之主唱
下記のとおり御請求申し上げます

様 取締役社長柳沼太利
電 話 (024)93 2 - 6 9 58

一一一一 ==~事官冒

一1仁1コ日 名 数 豆1""王1 鋹Tfi 金額(税:J& . 税込) J尚 玄i

てとr fi:マ ニメブ ~ ~ 計 lÎtìi (1以、 古ι !;o ? ヲ 7
2 -ー一、

tl fU‘ 7'� -1'1 つポステ;ィソγ 7fdvo ιiこ ヲ 7 ~ I o C C 
3 、

A 

5 

b 

f 

1I]J比
一一-tzr工三日2 1 2.. 9 2. Ç斗Jb1 5f 火山 U ょっ
ノキ f弓~ .司

. 
、



御見積 霊童
Eヨ

No 
請求目 2016年 11 月 6 日

日本共産党郡山市議団 御中
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御請求金額 ￥444;474 

内容 単価 数量 金額

00- '畏アンケート 新聞折込 半 7 5650 半39 ， 550

品目 B 半 4 93000 半372 ， 000

小計 平41 1. 550 
消費税 半32. 924 
合計 半444 ， 474
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この用紙に回答をご記入のうえ

封筒に入れて干ポストに投函く
ださい。切手は不要です。

郡山市政に関する市民アンケー
ご協力をお願いします

市民の皆さんの声を市政に活かすため日本共産党郡山市議団は2年!こ1 度「市民アジ 1
7- 卜Jを実施しています。今回で9回目となりますが、毎回多くの方から回答と貴重な:
ご意見をいただき感謝に堪えません。
少しでも市民の皆さんのお役に立てる議員活動に努力してまいりますので、ぜひご協
力くださいますようお願いし1たします。

2016年11 月

日本共産党郡山市議団

岡田哲夫岩崎まりこ 高橋よしはる

ー一ー一一ーーでーーーーーーーー】ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ー一一一一一. 

(1つだけOを付けてください)雫近のあなたの暮らし向きはいかがですか。
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3. 変わらない

2 属

2. 苦しくなってきた

前項で「苦しくなった」をお選びの方にうかがいます。苦しくなった原因は何で
しょうか(該当するものにOを付けてください、複数回答可)

l 給料が減った 2. 年金が減った 3. 売り土げが減った 4: 失業した 5. 物価が上がった

6. 介護の負担が増えた 7. 医療費の負担が増えた 8. 学費の負担が増えた

9. その他ご意見も含めお聞かせください

3. 郡山市政が最も力を入れるべきと思う施策は何ですか。
(番号にOをつけてください)

3つだけ選んでください。

l.子育て支援施策の充実 2. 高齢者福祉の充実 3. 国民健康保険税の引き下げ 4. 水道料金の

引き下げ 5. 原発事故対策の強化 6. 障害者福祉の充実 7. 中小企業の支援策充実 8. 農業支

援策の充実 9. 雇用の場の確保 10.低家賃の公営住宅の増設 1l.水害等災害対策の迅速化

訴は ミ活道路、側溝など生活環境の改善 13. 再生可能エネルギーの地産地消の支援
14.:::~2.;の他、ご意見も含めお聞かせください

高齢者施策として何が重要と考えますか(番号にOをつけてください。複数回答可)4. 

1 ，温泉・ハリ灸マッサージ(パスタクシー)利用券の増額 2 安い運賃で利用できるタクシー制度

を作る 3. 敬老祝い金の増額 4. 特別養護老人ホームを増やす 5. 介護施設入所費用への補助制

度をつくる 6. 高齢者が気兼ねなく集える施設をふやす 7. 高齢者に適したスポーツの普及促進

8. その他ご意見も含めお聞かせください

5. 子育て支援策として何が重要と考えますか(番号にOをつけてください。複数回答可)

l.妊産婦への心のケア対策の充実 2. 待機児童解消のため認可保育所を増設すること 3. 保育料

の無料化早期実施 4. 学校給食の無料化 5. 小中学校の補助教材などの保護者負担軽減 6..返済

不要の奨学金制度の拡充 7. 希望する全ての児童が入所できるように学童保育を整備すること(小

規模校にも設置することも含めて) 8. 無科学習塾の増設

9. その他 ご意見も含めお聞かせください



6. 原発事故に関連してうかがいます

(1)部山市内の住宅除染は間もなく完了する見通しですが、住宅除染についてあなたは

l.満足している 2. 不満がある

不満があるとお答えの方その理由などお聞かせください

(2 )放射能汚染から子どもの健康を守るための施策について、今後何を求めますか(複数回答可)
l.甲状腺検査を今のままのやりかたで継続する 2. 学校給食などの食材検査を継続する

3. 子どもが安心して遊び運動できるように屋内遊び場や屋内プールの無料化の継続及び実施

4. 子ども医療費18歳までの無料化を継続する 5. 市外への自主避難者へのこれまで同様の支援

継続

6. その他ご意見を含めお聞かせ下さい

(3 )東電は農業、営業、精神的損害等に対する賠償を実質的に打ち切りにしようとしていますが
東電の姿勢とこれを容認する国の態度をどのようにあなたは思いますか

l.当然だと思う 2.5年以上経過したので仕方がない 3. 加害者である東電や国が決めるのは

おかしい 4. 被害者が納得するまで賠償すべきで反対だ

5. その他 ご意見を含めお聞かせください

(4) I福島県内の原発は福島第2原発を含め全て廃炉にすべき」は県民の総意となってい去す。

福島県外の原発の再稼働についてあなたはどう思いますか

l 再稼働は行うべきではない 2. 地元合意があれば再稼働してもよい 3. どちらとも言えない

4. その他 ご意見も含めお聞かせください

7. 品川市長の任期はあとわずか(来年4月任期満了)となりました

(1)品川市長の市政運営についてあなたはどう思いますか

L 良くやっている 2. 不満だ 3. 判断材料がないのでわからない 4.関心がない

C意見があればお聞かせください

(2) 品川市長は子本主義を掲げ 幼稚園・保育所の保育料無料化を公約しました。

27年度決算では幼稚園・保育所に通う子どもさんのうち、無料になったお子さんは1 0% ，;;::~:， 満た

ない状況です。あなたはこの公約実施状況をどう評価しますか。

l.満足 2. やや満足 3. やや不満 4. 不満 5. その他、ご意見も含めお聞かせください。

8. 私ども共産党市議団へのご意見や、市や県、国への要求などございましたらお聞か
せください。

ご協力ありがとうございました。アンケート結果をまとめた冊子を作成予定です。必要な方はご住

所、お名前などをご記入下さい(無料です) 0 *個人情報の取り扱いには十分気をつけます。

ご住所 お名前 電話
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別記第 l 号様式 代表者 経理責任者 起案者

，、、J 1 
『 、

支 出 調 三E陸ヨ
〆 v

喝一 a 

会派名例改産党君事山市議問
.. 

日，，, J 

‘ 区 分 r 事 由 費 目
、 . 金 額

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込*;1・ ‘、

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

2 1 :{肝 イ彦 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 J辰込料
、

会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 手R 費
資料作成費 広報誌 (紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む) ワェブページ掲載代 茶菓子代

振込料

4 1 J.五 nr゚( 費 中氏1/ ケrト24↑ 1I旬 、
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 9~正 ア/6_ 茶菓子代 振込料 fタア/t/~ I 

5 要請 ・ 陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

6 会 議 費
会場費 交通費 自 動車燃料費

資料作成費 振込料

資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆謝1:料

7 
l 

振込料

資料購入代
法規迫録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

8 
有料デー夕刊ーメ等利用車l 振込151・ 、

9 人 {tlこ 費 賃金 社会保険料等 振込料

備品購入費 事務機器等リース代 消耗品等事務費
10 事務所費

印刷代 振込料 配送手数料

通信運j般・自動 電話料等(按分) 郵便料等 自動車燃料費(放分)
11 

llï燃料費‘ その他

使用者 11 衣 i色 @!支出年月 日， :LtJ /b 年 /1 月 乙ぎ日 現金出納簿
乙 ρ A口、 l t;う 7/ b' 円支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 イ

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 !2 研修費 3 広報費ゆ広聴費

資料イ下ベ震5 要請・陳構活動費 ;6 会 議 費 7 資料作成費 8 資料購入費
ト一一一 ー

10 事務所費 111 通信運搬 ・ 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 比重盗佐川牧L~~鼠径約↑
(支出事由) . 

特例半国政等主主
内 名打、手, 

支出年月日 支 出 先 支出金額

十l ‘

抑止f 及!司 bf々 '1 ア失 7/ bJ-g 年1I月之8 日 、 円

上記のとおり支出します。

議員氏44長巧0-(~:)

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

日本支え史芳ß ..l-lキ言語ぽi 様 ヌ 0)6年

金額

i 半タ ( 必 1 7 1 / 1 6 1
イ旦むわウ/ト集計付

上記正に領収いたしました
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/1 月 28 日
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内

消費税等

子963-8004 福島県郡山市中町15-23

ZE郡 山共同印
取締役社長柳沼太利
電話(0 24) 932-6958 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」 に貼付してください。
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両日 求 主主
Eヨ

日本笑 J霊堂碧O 山平会主~ 1孟i 様
下記のとおり itP 請求巾し上げます
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ノ 333

アンケート集計

J20/6;! 11 丹 ;;)2 Icl No 

〒963-8004 福島県君~.山市中町15-23

25部山共同印
京締役社長柳沼太末lj
電話 (0 24) 932 - 6. ~58 

3, 508枚 X25円 x1. 08=94, 716円



郡山市政に関する市民アンケートに
ご協力をお願いします

市民の皆さんの声を市政に活かすため日本共産党郡山市議団は2年に1 度「市民アン
ケ-トJを実施しています。今回で9回目となりますが、毎回多くの方から回答と貴重な
さ意見をいただき感謝に堪えません。
少しでも市民の皆さんのお役に立てる議員活動に努力してまいりますので、ぜひご協
力くださいますようお願いし1たします。

2016年11 月
この用紙に回答をご記入のうえ

封筒に入れて〒ポストに投函く
ださい。切手は不要です。

日本共産党郡山市議団

岡田哲夫岩崎まり乙 高橋よしはる
議員控室郡山市

:mJ )最近のあなたの暮らし向きはいかがですか。 (1つだけOを付けてください)

になってきた 2. 苦しくなってきた 3. 変わらない

2; 前項で「苦しくなったJ をお選びの方にうかがいます。苦しくなった原因は何で
しょうか(該当するものにOを付けてください、複数回答可)

l 給料が減った 2. 年金が減った 3. 売り上げが減った 4: 失業した 5. 物価が上がった

6. 介護の負担が増えた 7. 医療費の負担が増えた 8. 学費の負担が増えた

9. その他ご意見も含めお聞かせください

3. 郡山市政が最も力を入れるべきと思う施策は何ですか。 3つだけ選んでください。
(番号にOをつけてください)

1.子育て支援施策の充実 2. 高齢者福祉の充実 3. 国民健康保険税の引き下げ 4 . 水道料金の

引き下げ 5. 原発事故対策の強化 6. 障害者福祉の充実 7. 中小企業の支援策充実 8. 農業支

援策の充実 9. 雇用の場の確保 10. 低家賃の公営住宅の増設 11.水害等災害対策の迅速化

郎、 生活道路、側溝など生活環境の改善 13. 再生可能エネルギーの地産地消の支援
14=:主主? の他、ご意見も含めお聞かせください

4. 高齢者施策として何が重要と考えますか (番号にOをつけてください。複数回答可)

l 目温泉・ハリ灸マッサージ(パスタクシー)利用券の増額 2. 安い運賃で利用できるタクシー制度

を作る 3. 敬老祝い金の増額 4. 特別養護老人ホームを増やす 5. 介護施設入所費用への補助制

度をつくる 6. 高齢者が気兼ねなく集える施設をふやす 7. 高齢者に適したスポーツの普及促進

8. その他ご意見も含めお聞かせください

5. 子育て支援策として何が重要と考えますか (番号にOをつけてください。複数回答可)

1.妊産婦への心のケア対策の充実 2. 待機児童解消のため認可保育所を増設すること 3. 保育料

の無料化早期実施 4. 学校給食の無料化 5. 小中学校の補助教材などの保護者負担軽減 6 返済

不要の奨学金制度の拡充 7. 希望する全ての児童が入所できるように学童保育を整備すること(小

規模校にも設置することも含めて) 8. 無料学習塾の増設

9 その他 ご意見も含めお聞かせください
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6. 原発事故に関連してうかがいます

(1)郡山市内の住宅除染は間もなく完了する見通しですが、住宅除染についてあなたは

l.満足している 2. 不満がある

不満があるとお答えの方その理由などお開かせください

(2 )放射能汚染から子どもの健康を守るための施策について、今後何を求めますか(複数回答可)
l.甲状腺検査を今のままのやりかたで継続する 2 学校給食などの食材検査を継続する

3. 子どもが安心して遊び運動できるように屋内遊び場や屋内プールの無料化の継続及び実施

4. 子ども医療費18歳までの無料化を継続する 5. 市外への自主避難者へのこれまで同様の支援

継続

6. その他ご意見を含めお聞かせ下さい

(3 )東電は農業、営業、精神的損害等に対する賠償を実質的に打ち切りにしようとしていますが

東電の姿勢と乙れを容認する国の態度をどのようにあなたは思いますか

l.当然だ、と思う 2.5年以上経過したので仕方がない 3. 加害者である東電や国が決めるのは

おかしい 4. 被害者が納得するまで賠償すべきで反対だ

5. その他 ご意見を含めお聞かせください

(4) r福島県内の原発は福島第2原発を含め全て廃炉にすべき」は県民の総意となってい二三す。

福島県外の原発の再稼働についてあなたはどう思いますか

l.再稼働は行うべきではない 2. 地元合意があれば再稼働しでもよい 3. どちらとも言えない

4. その他 ご意見も含めお聞かせください

7. 品川市長の任期はあとわずか(来年4月任期満了)となりました

(1)品川市長の市政運営についてあなたはどう思いますか

L 良くやっている 2. 不満だ 3. 判断材料がないのでわからない 4 関心がない

ご、意見があればお聞かせください

(2 )品川市長は子本主義を掲げ 幼稚園・保育所の保育料無料化を公約しました。

27年度決算では幼稚園・保育所に通う子どもさんのうち、無料になったお子さんは10%店主満た

ない状況です。あなたはこの公約実施状況をどう評価しますか。

1 満足 2. やや満足 3. やや不満 4. 不満 5. その他、ご意見も含めお聞かせください。

8. 私ども共産党市議団へのご意見や、市や県、国への要求などございましたらお聞か
せください。

ご協力ありがとうございました。アンケート結果をまとめた冊子を作成予定です。必要な方はご住

所、お名前などをご記入下さい(無料です) 0 *個人情報の取り扱いには十分気をつけます。

ご住所 お名前 電話
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別記第 L号様式 代表者 - 経理責任者 起集者
一 .

c'戸 々ウ

支 : 出 調 ヨF主弓
\,_1.] 担率共蕗党ZFiii?53訟邸

. 

会派名 九 . .1

ー区 分 |事 由 費 国 、 . 金 額

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 . 調査委託費'
'一、

t民込~Sl・ 、、

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

2 1 :(肝 修 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 '1 1.辰込料
、

会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 費
資料作成費 広報詰(紙〉 報告書等印刷費

送料(折込料含む) ワェプ、ベ}ジ掲載代 茶菓子代

。 J辰込料
、

4 広 費
金氏了ジケぺ笈、め叫す

会場費 交通費. 自動車燃料費

資料作成費 /今t.j'r .0声。 茶菓子代 J辰込~;;I・ 1 4c l〆 ρ 供。. 

5 要請 ・ 陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料・作成費 振込料

会場ー費 , • 交通費 自動車燃料費
6 会 議 費

. 

資料作成費 振込料
一ー

印刷製本費 翻訳料 筆謝1:料
7 資料作成費 。 '

振込料

資料購入代 。
法規追録代 参考図書代 新聞雑話:等購読料

8 
有~Sl'デ~ ?Jr.ベーメ等利用取1， 振込~Sl・ 、

9 人 宇|二:費 賃金 社会保険料等 振込料

備品購入費 消耗品等事務費
事務所費

事務機器等日 }ス代 c
10 

印刷代 振~~SI: 阻送手数料・

通信運搬 ・自動 電話料等 (按分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 

111燃料費‘ その他

使用者 /d JJ 、 ):;あ @þ ll文出年月日， 之 01ぷ年/ぇ月/よ日 現金出納簿.
之/ AにI、 三n品l /ゲヌ 0 1;乙。 lヰ支出番号



55 \]記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

d ・

区 分 ※該当する区分間印 | 費 目 名

1 1 調査研究費 1 2 研修費い広報費 i@ 広聴費 背 骨
5 要請陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 利作
10 事務所費 ド1 通信運撮 ・ 自動車燃料費 (郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支 出 目的 ふ棟、、の Tうめの今氏 7 Y'1，---ト l ~会見入ガ)集計
、(支 出事由 )

J 
J 

キ氏 7》トト同汚れ↑g 

内 容 ~ 

ー，曳『
. 

支 出 年 月日 支 出 先 支 出 金額

iイ‘

昇れ!Zl司争防 I J 

, 

ュg 年/ム月/:z..日 、

Y 与メ P 供。 円

上記のと お り 支出 します。
.、

議員氏名制抑揚

之/支出番号

にい.':.-.-.-."'

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄 ‘
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…,r 
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N口一一 一 一ιーー領収証

日本共産安乏ロ山卒者暴風 様 之ρ/ ぷ年 /三 月 ノ之 日

:J I <:,(' 9' Q <,z 0 
i 但 材?ユうJト~"免疫/\カ村、

上証に領収いたしました 穿 j 沖合

一 ，

F九ザ 今 ゾ-γ
f ♂.，.:-:.:ー，
ー一

金額

内

消費税等

子963-8004 福島県郡山市中町15ーお

話郡山共 i司印
取締役社長 柳 沼太 利
電話(o24H~32 ーが 958ロ
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※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、J.lrj記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



請求 書 三 ο/6 {!' I 之 fJ /之 fl 1¥0 

日ヌド52J主党1，ち山キ三三; \卦
ド記のとおり組 [ 1 詰 3]<: 巾 し仁げます

"f963-8004 福島県郡山市中町15-23

ZZ郡山共同印
取締役社長柳沼太利
電話 (024) 932-6958 
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アンケートご意見入力 第 1 次分

60ページ X2、 300円 X1. 08= 149, 040円



別記第 l 号様式 代表者 経理I責任者 起案者

支出 調 三匡位弓
' .~:--. 

-41"LL て一 、、白.、

会派名 羽2事共;樹党議出?お諮問 .、

、、、- , 

‘区 分 r 事 由 費 日
、 . 金 額

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 白調査委託費
一、

振込料 ‘、

会場費 講師謝金 出席者負担金・会費

21m イ彦 費 交通費 .旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料
、

会場費 交通費J 自動車燃料費

3 広 事院 費'
資料作成費 広報詰 (紙〉 報告書等印刷費

送料(折込料含む) クェブベージ掲載代 茶菓子代

振込~s!・ ー、

- 一-
4 1 ));:ι1国 費

会場費 交通費ー 自動車燃料費

キ氏7 )， Ir-b 準設P2 資料作成費 ll，(lif.~ 茶菓子代 振込すs!. 16/03 �.-
5 要請 ・ 陳情活動費

交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

会場費 , - 交通費 自動車燃料費
3J23N Z 首長 費6 

資料作成費 振込事1・

印刷製本費 翻訳料 筆~Vl:料
7 資料作成費

振込料

法規追録代 参考図書代 新聞雑詰等購読料
資料購入代8 

有~Sl'デ~ :y.ベース等利用事|・ 振込~s!・ 、

9 人 創 刊二. 費 賃金 社会保険料等 振込料

備品購入費 消耗品等事務費
事務所費

事務機器等日}ス代
10 

印刷代 振0;~sl・ 阻送手数料

通信逝j般・自動 電話料等(1安分) 郵便利・等 自動車燃料俊 Cji<分)
11 

I!I燃料費 その他

| 受 i笠 @~文出年月 日， 之 o l，þ 年 /え 月 4 日 11 現金出品r~J縛 . | 合 計 l使用者 之 3 16/ b3J |モl支出番号



別言己第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
之3

ー 区 分 ※該当する区分にO印 吉;貝弘 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 。広 聴費
資料作利食5 要請 ・ 陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 !8 資料購入費

10 事務所費 iLl 通信運撤 ・自動車燃料費 (郵便料等) ※該当する支出費目を記入

ふ駒山ι仏企'r-lで集会↑(阜加わ支 出目的

、(支出事由 )
J “ 

, キ氏 f r. /Tヶト 2Z之w盆汀V分
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‘ (--1\ 

向山正 l司会fh'J
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ュg 宇/九月4 日 、 76/03 / 円

上記のとおり支出します。
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※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、l\IJ記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。
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トに

この用紙に回答をご記入のうえ

封筒に入れて干ポストに投函く

ださい。切手は不要です。
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(1つだけOを付けてください)::n~l 戸近のあなたの暮らし向きはいかがですか。

1正F宇予ι与正三f下イ三三三立主与設_.

郡山市政に関する市民アンケ}
ご協力をお願いします

市民の皆さんの声を市政に活かすため日本共産党郡山市議団は2年!こ 1 度「市民アン l
ケートJを実施しています。今回で9回目となりますが、毎回多くの方から回答と貴重な;
ご意見をいただき感謝に堪えません。
少しでも市民の皆さんのお役に立てる議員活動に努力してまいりますので、ぜひご協:
力くださいますようお願いし1たします。

2016年11 月

日本共産党郡山市議団

岡田哲夫岩崎まりこ 高橋よしはる I
議員控室郡山市朝日 1丁目23-7 市役所内

3. 変わらない

2; 

2. 苦しくなってきた

前項で「苦しくなった」をお選びの方にうかがいます。苦しくなった原因は何で
しょうカ，) (該当するものにOを付けてください、複数回答可)

1.給料が減った 2. 年金が減った 3. 売り上げが減った 4 :失業した 5. 物価が上がった

6. 介護の負担が増えた 7 . 医療費の負担が増えた 8. 学費の負担が増えた

9. その他ご意見も含めお聞かせください

3つだけ選んでください。3. 郡山市政が最も力を入れるべきと思う施策は何ですか。
(番号にOをつけてください)

l 子育て支援施策の充実 2. 高齢者福祉の充実 3. 国民健康保険税の引き下げ 4. 水道料金の

引き下げ 5. 原発事故対策の強化 6. 障害者福祉の充実 7. 中小企業の支援策充実 8. 農業支

援策の充実 9. 雇用の場の確保 10. 低家賃の公営住宅の増設 11.水害等災害対策の迅速化

生活道路、側溝など生活環境の改善 13. 再生可能エネルギーの地産地消の支援

1 4:三笠の他、ご意見も含めお聞かせください

高齢者施策として何が重要と考えますか(番号にOをつけてください。複数回答可)4. 

1.温泉・ハリ灸マッサージ(パスタクシー)利用券の増額 2. 安い運賃で利用できるタクシー制度

を作る 3. 敬老祝い金の増額 4. 特別養護老人ホームを増やす 5. 介護施設入所費用への補助制

度をつくる 6. 高齢者が気兼ねなく集える施設をふやす 7. 高齢者に適したスポーツの普及促進

8. その他ご意見も含めお聞かせください

5. 子育て支援策として何が重要と考えますか(番号にOをつけてください。複数回答可)

1.妊産婦への心のケア対策の充実 2. 待機児童解消のため認可保育所を増設すること 3. 保育料

の無料化早期実施 4. 学校給食の無料化 5. 小中学校の補助教材などの保護者負担軽減 6. 返済

不要の奨学金制度の拡充 7. 希望する全ての児童が入所できるように学童保育を整備すること(小

規模校にも設置することも含めて) 8. 無料学習塾の増設

9 . その他 ご意見も含めお聞かせください



6. 原発事故に関連してうかがいます

(1)郡山市内の住宅除染は間もなく完了する見通しですが、住宅除染についてあなたは

l.満足している 2 不満がある

不満があるとお答えの方その理由などお聞かせください

(2 )放射能汚染から子どもの健康を守るための施策について、今後何を求めますか(複数回答可)

l.甲状腺検査を今のままのやりかたで継続する 2. 学校給食などの食材検査を継続する

3 子どもが安心して遊ぴ運動できるように屋内遊び場や屋内プー jレの無料化の継続及び実施

4. 子ども医療費18歳までの無料化を継続する 5. 市外への自主避難者へのこれまで同様の支援

継続

6. その他ご意見を含めお聞かせ下さい

(3 )東電は農業、営業、精神的損害等に対する賠償を実質的に打ち切りにしようとしていますが
東電の姿勢とこれを容認する国の態度をどのようにあなたは思いますか

l.当然だと思う 2.5年以上経過したので仕方がない 3. 加害者である東電や国が決めるのは

おかしい 4. 被害者が納得するまで賠償すべきで反対だ

5. その他 ご意見を含めお聞かせください

(4) I福島県内の原発は福島第2原発を含め全て廃炉にすべきj は県民の総意となってい三 す。

福島県外の原発の再稼働についてあなたはどう思いますか

l.再稼働は行うべきではない 2. 地元合意があれば再稼働しでもよい 3. どちらとも言えない

4. その他 ご意見も含めお聞かせください

7. 品川市長の任期はあとわずか(来年4月任期満了)となりました

( 1 )品川市長の市政運営についてあなたはどう思いますか

l.良くやっている 2 不満だ 3. 判断材料がないのでわからない 4.関心がない

と?意見があればお聞かせください

(2 )品川市長は子本主義を掲げ 幼稚園・保育所の保育料無料化を公約しました。

27年度決算では幼稚園・保育所に通う子どもさんのうち、無料になったお子さんは10%lFちこ満た

ない状況です。あなたはこの公約実施状況をどう評価しますか。

1 満足 2. やや満足 3. やや不満 4. 不満 5. その他、ご意見も含めお聞かせください。

8. 私ども共産党市議団へのご意見や、市や県、国への要求などございましたらお聞か
せください。

ご協力ありがとうございました。アンケート結果をまとめた冊子を作成予定です。必要な方はご住

所、お名前などをご記入下さい(無料です) 0 *個人情報の取り扱いには十分気をつけます。

ご住所 お名前 電話
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別記第 1-号様式 代表者 経理責任者 起業者
~_，r~ー、

r です....，

l，/、少Tプ勺な乙h、 :)，、jf 支 : 出 調 ヨ匡主弓
-., 

4 目 、

;長~;t-*銭高i党務m;[t..~~.r~.3
ー 時' 、 , dq -

会派名 v :;:;# 九J

ー区 分 lハ事 出 費 日 、 . 金 額 剖a

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費
J 、

振込~SJ・ 、

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

211VF イ彦 費 交通費 旅費 ' ・ 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 J辰込料
、

ー、

会場費 交通費. 自動車燃料費

3 広 費 和紙ιi同zHil新!戦わ
資料作成費 広報誌 (紙〉 ムtLぇp玖・ 報告書等印刷費

送料 (折込料含む) . / I j , 3'8'o.- ワ ェ プ、ベ}ジ掲載代 茶菓子代
‘ 
J反込~SJ・ .3 7 f/ o2'(J 

4 1).去、 . n臨 費
会場費 交通費 自動車燃料費

茶菓子代資料作成費 振込料

5 要請 ・ 陳情活動讃'
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 t辰込料

会場費 . . 交通費 自動車燃料費
6 会 詑長 Jl' 

資料作成費 振込料
一ー

7 資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆~m:料

:];辰込;j!ll・

8 資料購入代
法規追録代一 参考図書代 新聞雑誌等購読料

.有事1.デ~ ?，.ペ~Ä等利用~öl j反込料 、

9 人件費 賃金 社会保険料・等 J反込料

備品購入費
事務所費

事務機器等 y~ス代 c 消耗品等事務費
10 

印刷代 振込;~SJ・ 回目送手数料

通信運搬 ・自 動 電話料等(j安分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 

zlz燃料費‘ その他

l 立ょ車シ .@ //文刊 日， 現金出納簿
使用者 之017 年 / 月・ /7 日 ムデ 合計 S 7 f/ ρ g l:l l司支出番号



53 0記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

唱

来該当する区分間印 | 費 目区 分 名

1 調査研究費 2 研修費 iゆ 広報費い広聴費
ふ号~i~'(向)5 要請 ・ 陳情活動費 ;6 会 議 費 7 資料作成費 !8 資料購入費

10 事務所費 111 通信運撮 ・ 自動車燃料費 (郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 一九位υ三金ιμゑ‘&称zbMIj . 

、 (支出事由 )
J 一・

r 

e I~ 月 iゑゑ級zf内向 br 則的\
. • < 

内 容 ~ . . 
;- ~ 

支 出 年月 日 支 出先 支 出 金額

付-

.:;-J 宇 / 月 17 日 zyM同門ゐtJ h ょ子l~ え ".ó 円

上記のと お り 支出します。

議員氏名 指 )-1奇長dJ1Jd
. 

之ヂ支出番号

c-:-子λ

" 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄 ‘

No 一 一ーャ， ー一 ー 一一一一

~ 今、 内匂

領収証

、

-, 

、句

17 日f 月ユ01 7 年1jj三次発言郡山キミ季、凶 様

金額

ヨ;三~~ヲ1 )l 0: 01 
l 但 12 f-l主義 /~r::: ‘ 'J: '} tマ 1'} -\宅j

上記正に領収いたしました

内

消費税等

, 

.._ｭ
, 白弓円 匂♂--.

1
1
8
 

U
口
μ
・
白ド
5

ば
ド
ト

ご

ノ

9

r
羽
太
サ

山
ド
ド

2

市
・
:

刀
口
3

恥
い
お
わFM

島

1
4
4制
州ι

一
口
回E
a
E
-
h」A
r

J
ι

今
↑

E
H
L
F
F
t

O

A

斗，

a

E
H
hH
f
t、

∞
恨
似
性
百

J
U習
旬
院
は

m
m限
社
紡
霊

引
い
有
会
取

日
二
ぃ

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合[也、別記第 11 号様式 「領収書等整理票」に貼付してください。



(1) 

抱
月
議
会

報

告
⑧ 

共

党
市
議
圏

「
岡
市
民
生
活
守
れ
」の
声
を
代
弁

刊
は
月
定
例
会
が
、
ロ
月
2

日
か
ら
国
日
ま
で
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
次
年
度
か

ら
の
債
務
負
担
行
為
(
委
託
業
務
)
や
給
与
改
定
に
関
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
市
議
団
は
、

岩
崎
市
議
と
岡
田
市
一
一
一
識
が
市
政
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

岡
田
市
議
は
寸
原
発
問
題
」
「

T
P
P

問
題
」
「
介
護
保
険
と
国
保
税
軽
減
」
「
給
食
費
無
料
化
問
題
」

で
、
岩
崎
市
議
は
「
保
育
料
無
料
化
」
「
保
育
所
待
機
児
童
解
消
」
「
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
」
「
重
度
障
が

い
者
医
療
費
現
物
給
付
」
「
安
積
二
小
の
施
設
改
善
」
「
地
域
公
民
館
に
つ
い
て
」
で
、
市
当
局
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

最
終
日
の
討
論
で
は
、
高
橋
市
議
が
学
校
現
場
に
違
法
な
雇
用
形
態
と
混
乱
を
持
ち
込
む
お
そ
れ
が
あ
る
学

校
用
務
員
業
務
等
の
委
託
と
市
長
・
議
員
な
ど
特
別
職
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
な
ど
市
長
提
案
議
案
日
件
中

6

件
に
つ
い
て
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
の
採
決
で
は
常
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
さ
れ
た
「
介
護
保
険

改
悪
反
対
の
請
願
」
「
家
族
労
賃
を
認
め
る
請
願
」
な
ど
5

件
の
請
願
に
つ
い
て
賛
成
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

「日本一高い水道料金の値下げをJ と平成 9年から訴え続け、荒井浄水場の過大設備投資の

中止など水道事業経営の健全化を求めてきた共産党市議団。水道局作成の資料を分析し、将

来にわたっても値下げ財源は確保できると市長に決断を迫ってきました。
今回審議会の答申を受けた値下げ案が可決となり、 4月から値下げされますが、値下げ幅は
3%にとどまっており(総額約 2億円)、更なる値下げが必要です二

一
般
質
問
か
ら

内部留保金(財源繰越額)の推移予測
億円

01[ -:---[ ------------.i--- ;  -----!----- - ---.~ .. -.----.-; -----.--------------l-;~d~ 儲
億円

叫 245M は4碍円 円億円 -----'-------44.2-45(0 
40: 1 っ n: n 億円 億円
億円 34.4 担』 草両 一一一一

僑円 億ナ斗守

H32 

40 

向
田
哲
夫
市
議

H38 H37 H36 H35 H34 H33 H31 H30 H29 H28 

20 
4ー←

H27 

財源繰越額は、現行料金と比較し減額分が年々広がるものの、平成31年度を下限に増加する見込み。

2016年10月 水道局作成

臨
時
職
員
に
は
、
木i
ナ

ス
な
し
。
特
別
職
の

ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
は
一
許

さ
れ
な
い
!

討
論
で
、
高
橋
市
議
は
、
議
員

や
市
長
な
ど
特
別
職
の
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の

暮
ら
し
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が

ら
、
「
ボ
ー
ナ
ス
も
な
く
働
く
臨

時
職
員
は
1

円
の
賃
上
げ
も
な

い
」
「
改
善
す
べ
き
は
特
別
職
の

ボ
ー
ナ
ス
で
は
な
く
、
保
育
士
を

は
じ
め
と
す
る
臨
時
職
員
の
待
遇

で
は
な
い
か
」
と
訴
え
ま
し
た
。討論する

高橋よしはる市議

自
宅
敷
地
内
の
保
管
料
は
、
除
染
を
要
す
る
費

用
に
係
る
国
の
財
政
措
置
の
対
象
と
さ
れ
て
な

い
。
東
電
へ
保
管
料
の
賠
償
請
求
を
行
っ
た
と

し
て
も
、
支
払
い
に
応
じ
る
見
込
み
は
極
め
て

E
L
h

。

-
M
H
T
ν
 

除
去
土
壌
の
自
宅

保
管
を
賠
償
対
象

こ
1
・

質
問
除
去
土
壌
の
自
宅

保
管
に
は
様
々
な
制
約
を
受
け
て
い
る
。
短
期

間
な
ら
ま
だ
し
も
、
数
年
が
経
過
し
、
今
後
ど

れ
く
ら
い
か
か
る
か
も
不
明
だ
。
本
来
東
電
の

責
任
で
処
分
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
自
宅
で
保

管
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
借
地
料
」
を

払
え
と
い
う
声
が
出
る
の
は
当
然
で
は
な
い

カ答
弁
同
意
書
の
同
意
条
件
の
中
で
、
自
宅
敷

地
内
に
一
時
保
管
と
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
汚
染
対
処
特
措
法
に
よ
り
、

園
に
介
護
保
険
改
悪
中
止
を
求
め
よ

質
問

一
定
所
得
以
上
の
利
用
者
に
利
用
料
の

2

割
負
担
導
入
、
要
支
援

1

・

2

の
訪
問
・
通

所
介
護
の
保
険
給
付
か
ら
市
町
村
総
合
事
業
へ

の
移
行
な
ど
、
制
度
改
悪
が
進
行
し
て
い
る
。

保
険
料
も
発
足
時
と
比
較
す
れ
ば
、

2

倍
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
負
担
増
と
サ
ー
ビ

ス
低
下
は
許
さ
れ
な
い
。
市
と
し
て
、
早
急
に

国
に
対
し
て
計
画
の
再
検
討
を
迫
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
国
に
お
い
て
は
、

次
期
改
正
に
向
け
て

世〆、

I2 二 1

塁 、

高橋善治
会・ FAX 955 ・ 3093

岩崎農理子
宮945 ・ 1918 FAX945 ・ 1963

岡田哲夫
�'NAX 935-8188 

No.125 2017 年 1 月号
日本共産党郡山市議団

郡山市朝日 1 丁目 23-7 TEL 024 (924) 2500 

市民アンケートご協力ありがとうございました。 4， 100枚起に到達

日本共産党郡山市議団が 2 年に一度実施している「市民アンケート」。今回も 4100 名を超える

市民の皆さんにご協力をいただきました。中間集計では「生活が苦しくなった」が 70%を占めるな

ど、市民の切実な声が寄せられています。お寄せいただいたご意見・ご要望を力に、要求実現に全力

を挙げたいと思います。

. . 



2017 年: 1 月

具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
最
中
で
、
そ

の
中
で
軽
度
者
の
生
活
援
助
な
ど
の
保
険
適
用

除
外
が
先
送
り
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
議

論
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

NO.125 (2) 

圏
保
会
計
、
時
億
開
の
黒
字

負
担
に
奮
し
む
市
民
に
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

質
問
共
産
党
市
議
団
が
実
施
し
て
い
る
市
民

ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
も
、
国
民
健
康
保
険
料

の
負
担
が
重
す
ぎ
て
大
変
だ
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
近
隣
市
町
村
や
他
県
に
お
い
て
は

法
定
外
繰
り
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
国
保
料
の
引

き
下
げ
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
多
い
。
本

市
の
国
保
会
計
で
は
、
毎
年
叩
億
円
程
度
の
繰

越
金
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
国
保

加
入
者
の
生

活
を
守
る
た
め
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁
本

市
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
は

県
内
各
市
と
比
較
し
て
中
間
的
な
位
置
に
あ

る
。
そ
の
税
率
等
に
つ
い
て
は

、

6

月
に
行
う

本
算
定
に
お
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。進

む
子
ど
も
の
貧
圏

学
校
給
食
費
無
料
化
の
実
施
を

市議会だより

質
問

O
E
C
D

の
中
で
も
、
最
低
ク
ラ
ス
の

日
本
の
教
育
予
算
。
異
常
な
高
学
費
と
劣
悪
な

教
育
条
件
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
、

保
育
料
無
料
は

3

9
2

人

(
H釘

年
度
〉
、
利
摺
者

全
体
の
3
0

7

%

岩
崎
ま
り
こ
市
議

市
長
公
約
で
あ
る
保
育

料
無
料
は
平
成
幻
年
度

3
9
2
名
で
利
用
者
全
体
の
3
・
7
%
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
拡
充

策
は
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
平
成
却
年
度

予
算
編
成
で
検
討
を
す
る
と
の
答
弁
。

質
問
公
約
は
市
民
と
の
約
束
で
あ
り
重
い
。

無
料
化
公
約
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁

r

待
機
児
童
解
消
の
施
設
整
備
と
ト
ー
タ

ル
し
て
バ
ラ
ン
ス
あ
る
計
画
を
展
開
し
て
い
く
。

。最終日に 「福島県内全

ての原子力発電所の廃炉
を強く求める意見書J
が全会一致で採択されました。

。共産党市議団が賛成し

た請願とその結果
(事不採択)

@所得税法第56条の廃止を求

める意見書提出について(賛

成8)

。誰でも安心できる年金制度

の実現を求める請願全項目

(賛成18、反対19)

O私学助成の充実強化を求め

る請願(賛成8)

。原発コストの利用者への転

嫁に反対する請願(賛成7)

。介護保険制度のサービス縮

小を行わないことを求める請

願(賛成 8)

「地方財政の充実・強化を求

める請願J r富田ふれあいセ

ンターの設置を求める請願」

130人以下学級を標準とする

教職員定数改善を求める詰

願J の 3 本の詰願は、全会一

致または賛成多数で採択され

ました。

家
庭
の
貧
困
化
が
進
ん
で
お
り
、
学
校
に
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
を
苦
し
め
て
い
る
。
す
べ
て
の
子

ど
も
に
行
き
届
い
た
教
育
を
保
障
す
る
観
点

e

か
ら
、
学
校
給
食
の
無
料
化
を
目
指
す
自
治
体

の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
金

山
町
、
川
俣
町
、
石
川
町
な
ど
日
の
町
村
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
吋
子
本
主
義
」
を
掲
げ
る
本

市
で
も
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
必
要
な
予

算
は
、
約
は
億
7
千
万
円
。
学
校
給
食
法
に

よ
り
、
学
校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
施
設
設

備
、
並
び
に
運
営
に
要
す
る
経
費
は
学
校
の

設
置
者
が
、
そ
の
他
の
経
費
は
保
護
者
が
負

担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
保
護
者
の
負

担
は
食
材
費
の
み
。
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
就

学
援
助
制
度
に
よ
り
給
食
費
を
支
給
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
は
考

え
て
い
な
い
。

@fwi¥lra 

待
機
児
童
解
消
を
本
気
の
構
え

で
!

気

国
の
定
義
に
よ
る
郡
山
市
の
待
機
児
童
数

は
1
1
3
人

(
H
m
年
同
月
現
在
)
。
し
か
し
、

山
月
現
在
で
認
可
保
育
施
設
へ
の
利
用
申
込

者
が
7
1
3
人
お
り
、
待
機
児
童
の
実
態
を

反
映
し
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。
そ
の
た

め
、
計
画
で
は
解
消
で
き
る
は
ず
な
の
に
、

待
機
児
童
数
は
二
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る

の
で
す
。
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
は
、
保

育
施
設
の
増
設
計
画
の
見
直
し
と
保
育
士
確

保
の
た
め
の
処
遇
改
善
が
必
要
で
す
。

質
問
臨
時
保
育
士
の
嘱
託
職
員

化
の
検
討

結
果
は
?
郡
山
市
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
・
子
育

て
プ
ラ
ン
の
見
直
じ
が
必
要
で
は
?

11 

給
付
型
奨
学
金

、

拡
充
が
惑
襲
!

岩
崎
市
議
は
、
安
倍
政
権
が
国
民
の
声
に

押
さ
れ
て
初
年
度
か
ら
導
入
を
決
定
し
た

「
給
付
型
奨
学
金
」
の
拡
充
を
国
に
働
き
か

け
る
よ
う
、
市
当
局
に
迫
り
ま
し
た
。

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
給
付
人
員
は
最
大

2
万
人
。
公
私
の
別
、
自
宅
・
自
宅
外
な
ど

で
2
1
4
万
円
の
支
給
と
の
こ
と
で
す
。
し

か
も
、
初
年
度
は
先
行
実
施
で
2
8
0
0
人

し
か
該
当
し
ま
せ
ん
。
予
算
は
約
日
億
円
。

国
民
の
期
待
を
裏
切
る
不
十
分
な
内
容
と
い

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
は
、
全

学
生
の
4
分
の
l

に
あ
た
る
叩
万
人
に
月
3

万
円
を
支
給
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
対
G
D
P

比
で
O
E
C
D

平
均
の
半
分

に
も
満
た
な
い
日
本
の
高
等
教
育
へ
の
公
財

政
支
出
を
、
せ
め
て
平
均
並
み
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

答
弁
公
立
保
育
所
の
在
り
方
、
待
機
児
童
解

消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
検
討
を
踏
ま
え
適

切
な
雇
用
方
法
等
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。
施

設
の
特
性
や
利
用
者
ニ

l

ズ
に
応
じ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

質
問
「
子
ど
も
・
子
育
て

0

フ
ラ
ン
」
で
、
庁

内
に
は
叩
人
の
庁
内
検
討
会
議
が
あ
る
。
待
機

児
童
解
消
の
た
め
に
は
、
委
員
長
で
あ
る
部
長

の
積
極
的
な
提
起
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
様
々
な
施
策
で
待
機
児
童
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

積
一
一
度
心
身
障
害
審
康
一
嬢
賛
助
成

の
現
物
給
付
を

質
問
窓
口
支
払
い
で
、
今
年
印
月
か
ら
自
動

償
還
払
い
制
度
(
申
請
手
続
き
を
病
院
が
代

行
)
を
郡
山
市
は
導
入
し
た
が
、
医
療
機
関
の

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
自
動
償
還
払
い
を
実
施

す
る
医
療
機
関
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

答
弁
8
9
9
医
療
機
関
等
の
う
ち
3
1
8
機

関
で
あ
り
、
初
%
。
申
請
件
数
で
み
れ
ば
、
一
万

三
千
余
件
の
う
ち
2
8
7
8
件
で
あ
り
、
幻
%
。

質
問
窓
口
支
払
い
が
な
い
現
物
給
付
を
県
内

日
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
核
市

幻
市
中
必
市
で
も
実
施
し
て
い
る
。
県
内
を

リ
ー
ド
す
る
立
場
に
立
ち
、
郡
山
市
も
現
物
給

付
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答
弁
現
物
給
付
の
場
合
、
所
得
制
限
を
導
入

す
る
自
治
体
が
多
い
し
、
国
民
健
康
保
険
の
国

庫
負
担
金
等
の
減
額
調
整
が
あ
る
。
自
動
償
還

払
い
の
適
切
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
。
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(1) 

抱
月
議
会

報

告

の
声
を
代
弁

ロ
月
定
例
会
、
が
、
刊
は
月2
日
か
ら
市
日
ま
で
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
次
年
度
か

ら
の
債
務
負
担
行
為
(
委
託
業
務
)
や
給
与
改
定
に
関
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
市
議
団
は
、

岩
崎
市
議
と
岡
田
市
議
が
市
政
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

岡
田
市
議
は
「
原
発
問
題
」
「
T
P
P
問
題
」
「
介
護
保
険
と
国
保
税
軽
減
」
「
給
食
費
無
料
化
問
題
」

で
、
岩
崎
市
議
は
「
保
育
料
無
料
化
」
「
保
育
所
待
機
児
童
解
消
」
「
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
」
「
重
度
障
が

い
者
医
療
費
現
物
給
付
」
「
安
積
二
小
の
施
設
改
善
」
「
地
域
公
民
館
に
つ
い
て
」
で
、
市
当
局
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

最
終
日
の
討
論
で
は
、
高
橋
市
議
が
学
校
現
場
に
違
法
な
雇
用
形
態
と
混
乱
を
持
ち
込
む
お
そ
れ
が
あ
る
学

校
用
務
員
業
務
等
の
委
託
と
市
長
・
議
員
な
ど
特
別
職
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
な
ど
市
長
提
案
議
案
日
件
中
6

件
に
つ
い
て
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
の
採
決
で
は
常
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
さ
れ
た
「
介
護
保
険

改
悪
反
対
の
請
願
」
「
家
族
労
賃
を
認
め
る
請
願
」
な
ど

5

件
の
詰
願
に
つ
い
て
賛
成
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
圏

「
市
民
生
活
守
れ
」

「日本一高い水道料金の値下げをj と平成9年から訴え続け、荒井浄水場の過大設備投資の

中止など水道事業経営の健全化を求めてきた共産党市議団。 水道局作成の資料を分析し、将

来にわたっても値下げ財源は確保できると市長に決断を迫ってきました。

今回審議会の答申を受けた値下げ案が可決となり、 4月から値下げされますが、値下げ幅は

3%にとどまっており(総額約 2億円)、更なる値下げが必要です三

一
般
質
閣
か
ら

に保除
!管去
を土
賠壌
償の
対自
象宅

質
問
除
去
土
壌
の
自
宅

保
管
に
は
様
々
な
制
約
を
受
け
て
い
る
。
短
期

間
な
ら
ま
だ
し
も
、
数
年
が
経
過
し
、
今
後
ど

れ
く
ら
い
か
か
る
か
も
不
明
だ
。
本
来
東
電
の

責
任
で
処
分
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
自
宅
で
保

管
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
借
地
料
」
を

払
え
と
い
う
声
が
出
る
の
は
当
然
で
は
な
い

カ答
弁
同
意

書
の
同
意
条
件
の
中
で
、
自
宅
敷

地
内
に
一
時
保
管
と
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た

、
汚
染
対
処
特
措
法
に
よ
り
、

内部留保金(財源繰越額)の推移予測

告

60 8 怠円
i 億円

44:" 2 抑制
1:Q1 Q 億円 意洞 …a 

準」F 一一

財源繰越額は、現行料金と比較し減額分が年々広がるものの、平成31年度を下限に増加する見込み。

2016年10月 水道局作成

臨
時
職
員
に
は
、
木i
ナ

ス
な
し

。
特
別

職
の

ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
は
一
許

さ
れ
な
い
!

H38 H37 

討
論
で
、
高
橋
市
議
は
、
議
員

や
市
長
な
ど
特
別
職
の
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の

暮
ら
し
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が

ら
、
「
ボ
ー

ナ
ス
も
な
く
働
く
臨

時
職
員
は

1

円
の
賃
上
げ
も
な

い
」
「
改
善
す
べ
き
は
特
別
職
の

ボ
ー
ナ
ス
で
は
な
く
、
保
育
士
を

は
じ
め
と
す
る
臨
時
職
員
の
待
遇

で
は
な
い
か
」
と
訴
え
ま
し
た
。

H34 H32 

5].6 ,! 
601 億円 8~3 ....5204 

億円 億円
40: 1 
窓円 34.4 

億円ー

、も-

H31 H30 H29 

討論する
高橋よしはる市議

H28 

億円

80 

20 
-•-

H27 

40 

岡
田
哲
夫
市
議

自
宅
敷
地
内
の
保
管
料
は
、
除
染
を
要
す
る
費

用
に
係
る
国
の
財
政
措
置
の
対
象
と
さ
れ
て
な

い
。
東
電
へ
保
管
料
の
賠
償
請
求
を
行
っ
た
と

し
て
も
、
支
払
い
に
応
じ
る
見
込
み
は
極
め
て

低
し固

に
介
護
保
険
改
悪
中
止
を
求
め
よ

質
問

一
定
所
得
以
上
の
利
用
者
に
利
用
料
の

2

割
負
担
導
入
、
要
支
援

1

・

2

の
訪
問
・
通

所
介
護
の
保
険
給
付
か
ら
市
町
村
総
合
事
業
へ

の
移
行
な
ど
、
制
度
改
悪
が
進
行
し
て
い
る
。

保
険
料
も
発
足
時
と
比
較
す
れ
ば
、

2

倍
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
負
担
増
と
サ

ー
ビ

ス
低
下
は
許
さ
れ
な
い
。
市
と
し
て
、
早
急
に

国
に
対
し
て
計
画
の
再
検
討
を
迫
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
固
に
お
い
て
は
、

次
期
改
正
に
向
け
て

君主3~曙 議室::~
rc笥t向定書gロ

fNAX 955 ・ 3093

岩崎襲理子
宮宝 945 ・ 1918 FAX945 ・ 1963

~f~ 
陪田哲夫
合'FAX 935 ・ 8 188

NO.125 2017 年 1 月号
日本共産党郡山市議団

郡山市朝日 1 丁目 23-7 TEC 024 (924) 2500 

市民アンケートご協力ありがとうございました。 4. 100枚超に到達

日本共産党郡山市議団が 2 年に一度実施している「市民アンケートJ 。今回も 4100 名を超える

市民の皆さんにご協力をいただきました。中間集計では「生活が苦しくなった」が 70%を占めるな

ど、市民の切実な声が寄せられています。 お寄せいただいたご意見 ・ ご要望を力!こ、要求実現に全力

を挙げたいと思います。
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質
問

O
E
C
D

の
中
で
も
、
最
低
ク
ラ
ス
の

日
本
の
教
育
予
算
。
異
常
な
高
学
費
と
劣
悪
な

教
育
条
件
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
、

具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
最
中
で
、
そ

の
中
で
軽
度
者
の
生
活
援
助
な
ど
の
保
険
適
用

除
外
が
先
送
り
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
議

論
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

国
保
会
計
、
時
億
問
の
黒
字

負
担
に
奮
し
む
市
民
に
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

質
問

共
産
党
市
議
団
が
実
施
し
て
い
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
国
民
健
康
保
険
料

の
負
担
が
重
す
ぎ
て
大
変
だ
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
近
隣
市
町
村
や
他
県
に
お
い
て
は

法
定
外
繰
り
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
国
保
料
の
引

き
下
げ
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
多
い
。
本

市
の
国
保
会
計
で
は
、
毎
年
刊
億
円
程
度
の
繰

越
金
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
国
保
加
入
者
の
生

活
を
守
る
た
め
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁
本
市
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
は

県
内
各
市
と
比
較
し
て
中
間
的
な
位
置
に
あ

る
。
そ
の
税
率
等
に
つ
い
て
は
、
6

月
に
行
う

本
算
定
に
お
い
て
判
断
す
る
乙
と
と
し
て
い

る
進
む
子
ど
も
の
貧
国

学
校
給
食
費
無
料
化
の
実
績
を

市議会だより2017 年 l 月

保
育
料
無
料
は

3

9

2

人

〈H
m
u

年
度
)
、
利
用
者

全
体
の
3
0

7

%

岩
崎
ま
り
こ
市
議

市
長
公
約
で
あ
る
保
育

料
無
料
は
平
成
幻
年
度

3
9
2
名
で
利
用
者
全
体
の
3

・

7
%
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
拡
充

策
は
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
平
成
初
年
度

予
算
編
成
で
検
討
を
す
る
と
の
答
弁
。

質
問
公
約
は
市
民
と
の
約
束
で
あ
り
重
い
。

無
料
化
公
約
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁
，
待
機
児
童
解
消
の
施
設
整
備
と
ト

ー

タ

ル
し
て
バ
ラ
ン
ス
あ
る
計
画
を
展
開
し
て
い
く
。

。最終日に 「福島県内全

ての原子力発電所の廃炉
を強く求める意見書」
が全会一致で採択されました。

。共産党市議団が賛成し

た詰願とその結果
(σ不採択)

O所得税法第56条の廃止を求

める意見書提出について(賛

成 8)

0誰でも安心できる年金制度

の実現を求める請願全項目

-
4
p
-
4
 

家
庭
の
貧
困
化
が
進
ん
で
お
り
、
学
校
に
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
を
苦
し
め
て
い
る
。
す
べ
て
の
子

ど
も
に
行
き
届
い
た
教
育
を
保
障
す
る
観
点

，
か
ら
、
学
校
給
食
の
無
料
化
を
目
指
す
自
治
体

の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
金

山
町
、
川
俣
町
、
石
川
町
な
ど
日
の
町
村
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
「
子
本
主
義
」
を
掲
げ
る
本

市
で
も
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
必
要
な
予

算
は
、
約
は
億
7
千
万
円
。
学
校
給
食
法
に

よ
り
、
学
校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
施
設
設

備
、
並
び
に
運
営
に
要
す
る
経
費
は
学
校
の

設
置
者
が
、
そ
の
他
の
経
費
は
保
護
者
が
負

担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
保
護
者
の
負

担
は
食
材
費
の
み
。
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
児
童

・

生
徒
に
つ
い
て
は
、
就

学
援
助
制
度
に
よ
り
給
食
費
を
支
給
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
は
考

え
て
い
な
い
。

待
機
児
童
解
消
を
本
気
の
構
え

で
!

町

国
の
定
義
に
よ
る
郡
山
市
の
待
機
児
童
数

は
1
1
3
人

(
H
m年
同
月
現
在
)
。
し
か
し
、

印
月
現
在
で
認
可
保
育
施
設
へ
の
利
用
申
込

者
が
7
1
3
人
お
り
、
待
機
児
童
の
実
態
を

反
映
し
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。
そ
の
た

め
、
計
画
で
は
解
消
で
き
る
は
ず
な
の
に
、

待
機
児
童
数
は
二
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る

の
で
す
。
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
は
、
保

育
施
設
の
増
設
計
画
の
見
直
し
と
保
育
士
確

保
の
た
め
の
処
遇
改
善
が
必
要
で
す
。

質
問
臨
時
保
育
士
の
嘱
託
職
員
化
の
検
討

結
果
は
?
郡
山
市
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も

・

子
育

て
0

フ
ラ
ン
の
見
直
し
が
必
要
で
は
?

(賛成18、反対19)

G私学助成の充実強化を求め

る請願(賛成8)

。原発コストの利用者への転

嫁に反対する請願(賛成7)

。介護保険制度のサービス縮

小を行わないことを求める請

願(賛成 8)

「地方財政の充実・強化を求

める請願J r富岡ふれあいセ

ンターの設置を求める請願j

f30人以下学級を標準とする

教職員定数改善を求める請

願J の 3 本の請願は、全会一

致または賛成多数で採択され

ました。 @fumlra 

給
付
型
奨
学
金

、

拡
充
が
必
要
!

岩
崎
市
議
は
、
安
倍
政
権
が
国
民
の
声
に

押
さ
れ
て
却
年
度
か
ら
導
入
を
決
定
し
た

「
給
付
型
奨
学
金
」
の
拡
充
を
国
に
働
き
か

け
る
よ
う
、
市
当
局
に
迫
り
ま
し
た
。

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
給
付
人
員
は
最
大

2
万
人
。
公
私
の
別
、
自
宅
・
自
宅
外
な
ど

で
2
1
4
万
円
の
支
給
と
の
こ
と
で
す
。
し

か
も
、
初
年
度
は
先
行
実
施
で
2
8
0
0
人

し
か
該
当
し
ま
せ
ん
。
予
算
は
約
日
億
円
。

国
民
の
期
待
を
裏
切
る
不
十
分
な
内
容
と
い

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
は
、
全

学
生
の
4
分
の
1
に
あ
た
る
叩
万
人
に
月
3

万
円
を
支
給
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
対
G
D
P

比
で
O
E
C
D

平
均
の
半
分

に
も
満
た
な
い
日
本
の
高
等
教
育
へ
の
公
財

政
支
出
を
、
せ
め
て
平
均
並
み
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

答
弁
公
立
保
育
所
の
在
り
方
、
待
機
児
童
解

消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
検
討
を
踏
ま
え
適

切
な
雇
用
方
法
等
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。
施

設
の
特
性
や
利
用
者
ニ

l

ズ
に
応
じ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

質
問
「
子
ど
も
・
子
育
て

0

フ
ラ
ン
」
で
、
庁

内
に
は
知
人
の
庁
内
検
討
会
議
が
あ
る
。
待
機

児
童
解
消
の
た
め
に
は
、
委
員
長
で
あ
る
部
長

の
積
極
的
な
提
起
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
様
々
な
施
策
で
待
機
児
童
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

重
度
心
身
障
害
者

雇
嬢
賛
助
成

の
現
物
給
付
を

質
問
窓
口
支
払
い
で
、
今
年
印
月
か
ら
自
動

償
還
払
い
制
度
(
申
請
手
続
き
を
病
院
が
代

行
)
を
郡
山
市
は
導
入
し
た
が
、
医
療
機
関
の

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
自
動
償
還
払
い
を
実
施

す
る
医
療
機
関
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

答
弁
8
9
9
医
療
機
関
等
の
う
ち
3
1
8
機

関
で
あ
り
、
お
%
。
申
請
件
数
で
み
れ
ば
、
一
万

三
千
余
件
の
う
ち
2
8
7
8
件
で
あ
り
、
幻
%
。

質
問
窓
口
支
払
い
が
な
い
現
物
給
付
を
県
内

日
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
核
市

幻
市
中
川
知
市
で
も
実
施
し
て
い
る
。
県
内
を

リ
ー
ド
す
る
立
場
に
立
ち
、
郡
山
市
も
現
物
給

付
を
実
施
で
き
な
い
か

。

答
弁
現
物
給
付
の
場
合
、
所
得
制
限
を
導
入

す
る
自
治
体
が
多
い
し
、
国
民
健
康
保
険
の
国

庫
負
担
金
等
の
減
額
調
整
が
あ
る
。
自
動
償
還

払
い
の
適
切
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
。



別記第 1 号犠式 本和1 差益 代表者 経理責任者 起集者]/

会派名詞 党議迎合241溺 支 ; 出 調 主巨弓主 / 

込

-<'-
r、

ー区 分 事 由 費 目 、 . 金 額

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 . 調査委託費
一、

仮込料- 、

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

21m イ彦 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料
、

会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 手R 32' 
資料作成費 広報諮 (紙〉 報告書等印刷費

送車1. (折込料含む) ワェブベ}ジ目用意~代 茶菓子代

J長込料

41 J.五 1臨 費 千氏 r / ケF ト集計
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 7--b ， (}jス 茶菓子代 J反込料 之 4 〆 ð .::f"之

5 要請 ・ 陳情活動費'
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

会場費 , - 交通費 自動車燃料費
6 会 首長 讃'

資料作成費 t医込料
一ー

印刷製木費 翻訳料 筆~m:料
7 資料作成費

振込料

資料購入代
法規追録代 参考図書代 新聞雑音志等購読料

8 
有利・デ]タベ}メ等利用料・; 振込料 、

9 入"件.費 賃金 社会保険料等 1;辰込料

備品購入費 消耗品等事務費
事務所費

事務機器等日 }ス代ぐ
10 

印刷代 t底辺~Sl・ 配送手数料

通信運搬・ 自動 電話料等 (j史分) 郵便料等 自動家燃料費(依分)
11 

ElZ燃料費. その他

使 用 者
/1- . :茨 i;怠 @ 文出主!三月 日 υ17 年え月よ74 現金出納簿 \界Jjpl 合 計 之ム t:J 82 |司支出番号
11 



支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

支出番号 、 宇土 30

一区 分 ※該当する区分にO印 寅 目 名

1 調査研究費 2 研修費 I 3 広報費 i θ 広聴費 〉fAマィ阿賀
5 要請 ・ 陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 8 資料購入費

10 事務所費 i11 通信運搬 ・ 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費買を記入

Lム特例ド劫の怜了シケィト集計
支出目的

-ー

、 (支出事由)
J , 

e ふ可決のめドめのきム 11ケ--1晴名、か集if愛感
内 容 ~ 

-，λ 屯『
. 

支出年月日 支 出 先 支出金額

lイ ・

2- b 〆 (}o ユザ 宇 ユ月ヌ7 日 移?山ゑ l~ bf々 I! ー‘ 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 品山1科丹勾
-、.

'一ー ,---

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄‘
ー ・ .

' 〆 ' 一 / 
, 

-~ ".." 
/ 

領収証 Nロー - - - ------------; _ .... ー
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金額

内
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日
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日本堤産党元~p 山キ議同 様 ユ0/7年

( '{ d-1> 0 __S>-~ I 
但 見ァz ヶ-ト晶詩集きに念日入間一

上記正に領収いたしました

子963~8004 福島県郡山市中町15-23

宮部 UJ 共同印
託互牢-'ペ札J咋:
瓦 話 (ω024ω)932 一 695， 8 、

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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請求書

i守本設定こ?え ヌ~r ，Jぺ tP2義 国様
下記のとおり御請求1:['1し上げます
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免 λ み

(~ % 
消要!r 悦
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201 '7 年 2 月 -2.0. 日 No

子963~8004 福島県郡山市中町1

22郡山共問印
取締役社長柳沼太利
電話 (024) 932-695 g 

ミ '1 0 0

1}3:?- 二zd、 08:2



子963，，- 8004 福島県郡山市中町1

2E部山共同印
取締役社長柳沼太利:
電 話(0 24) 932-6958 

No ヱ 月 え 0 日三百之主室
田

仁I
日日志向

。

i守卒4完走史実ちP 内ミpi季、国 様
下記のとおり納品いたしました

3 

4 

5 

巴

7 

。

g 1.732-
消賀税
額等% 

ノ - 333

最終集計

10. 5枚 X25円 x1. 08=26, 082円

アンケート集計
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郡山市政に関する市民アンケ}
ご協力をお願いします

市民の皆さんの声を市政に活かすため日本共産党郡山市議団は2年!こ1 度「市民アジ l
ケートjを実施しています。今回で9回目と怠りますが、毎回多くの方から回答と量重な;
ご意見をいただき感謝に堪えませんo
少しでも市民の皆さんのお役に立てる議員活動に努力しτまいりますので、ぜひご協 l
力くださいますようお願いいたしますo

2016年11 月

日本共産党郡山市議団

岡田哲夫岩崎まりこ 高橋よしはる;
議員控室

トに

この用紙に回答をご記入のうえ

封筒に入れで T ポストに投函く
ださい。切手は不要です。

ー【ーーーーー ?ーーーー -ーーーーーーーーー一一ーーーー一ーーーーー一一

::::::1 最近のあなたの暮らし向きはいかがですか。

1 会になってきた

(1つだけOを付けてください)

3. 変わらない

2. 前項で「苦しくなった」をお選びの方にうかがいます。苦しくなった原因は何で
しょうか(該当するものにOを付けてください、複数回答可)

l.給料が減った 2. 年金が減った 3. 売り土げが減った 4: 失業した 5. 物価が上がった

6. 介護の負担が増えた 7. 医療費の負担が増えた 8. 学費の負担が増えた

9. その他ご意見も含めお聞かせください

2. 苦しくなってきた

3. 郡山市政が最も力を入れるべきと思う施策は何ですか。
(番号にOをつけてください)

3つだけ選んでください。

l.子育て支援施策の充実 2. 高齢者福祉の充実 3. 国民健康保険税の引き下げ 4. 水道料金の

引き下げ 5. 原発事故対策の強化 -6. 障害者福祉の充実 7. 中小企業の支援策充実 8. 農業支

援策の充実 9. 雇用の場の確保 10. 低家賃の公営住宅の増設 1l.水害等災害対ー策の迅速化

生活道路、側溝など生活環境の改善 13. 再生可能エネルギーの地産地消の支援

14:三:::?の他、ご意見も含めお聞かせください

高齢者施策として何が重要と考えますか(番号にOをつけてください。複数回答可)4. 

1 ，温泉・ハリ灸マッサージ(バスタクシー)利用券の増額 2. 安い運賃で利用できるタクシー制度

を作る 3. 敬老祝い金の増額 4. 特別養護老人ホームを増やす 5. 介護施設入所費用への補助制

度をつくる 6. 高齢者が気兼ねなく集える施設をふやす 7. 高齢者に適したスポーツの普及促進

8. その他ご意見も含めお聞かせください

5. 子育て支援策として何が重要と考えますか(番号にOをつけてください凸複数回答可)

1 妊産婦への心のケア対策の充実 2. 待機児童解消のため認可保育所を増設すること 3 . 保育料

の無料化早期実施 4. 学校給食の無料化 5. 小中学校の補助教材などの保護者負担軽減 6. 返済

不要の奨学金制度の拡充 7. 希望する全ての児童が入所できるように学童保育を整備すること(小

規模校にも設置することも含めて) 8. 無料学習塾の増設

9. その他 ご意見も含めお聞かせください



6. 原発事故に関連してうかがいます

( 1 )郡山市内の住宅除染は間もなく完了する見通しですが、住宅除染についてあなたは

1.満足している 2. 不満がある

不満があるとお答えの方その理由などお聞かせください

(2 )放射能汚染から子どもの健康を守るための施策について、今後何を求めますか(複数回答可)
1.甲状腺検査を今のままのやりかたで継続する 2. 学校給食などの食材検査を継続する

3. 子どもが安心して遊び運動できるように屋内遊び場や屋内プールの無料化の継続及び実施

4. 子ども医療費18歳までの無料化を継続する 5. 市外への自主避難者へのこれまで同様の支援

継続

6. その他ご意見を含めお聞かせ下さい

(3 )東電は農業、営業、精神的損害等に対する賠償を実質的に打ち切りにしようとしていますが
東電の姿勢とこれを容認する国の態度をどのようにあなたは思いますか

1.当然だと思う 2.5年以上経過したので仕方がない 3. 加害者である東電や国が決めるのは

おかしい 4. 被害者が納得するまで賠償すべきで反対だ

5. その他 ご意見を含めお聞かせください

(4) r福島県内の原発は福島第2原発を含め全て廃炉にすべきJ は県民の総意となっていι す。

福島県外の原発の再穂働についてあなたはどう思いますか

1.再稼働は行うべきではない 2: 地元合意があれば再稼働してもよい 3. どちらとも言えない

4. その他 ご意見も含めお聞かせください

7. 品川市長の任期はあとわずか(来年4月任期満了)となりました

( 1 )品川市長の市政運営についてあなたはどう思いますか
1. 良くやっている 2. 不満だ 3. 判断材料がないのでわからない 4 関心がない

ご意見があればお聞かせください

(2) 品川市長は子本主義を掲げ 幼稚園・保育所の保育料無料化を公約しました。

27年度決算では幼稚園・保育所に通う子どもさんのうち、無料になったお子さんは 1 O% ，~ ..:/:す荷た

ない状況です。あなたはこの公約実施状況をどう評価しますか。

1.満足 2. やや満足 3. やや不満 4. 不満 5. その他、ご意見も含めお聞かせください。

8. 私ども共産党市議団へのご意見や、市や県、国への要求などございましたらお聞か
せください。

ご協力ありがとうございました。アンケート結果をま ι めた冊子を作成予定です。必要な方はご住

所、お名前などをご記入下さい(無料です) 0 *個人情報の取り扱いには十分気をつけます。

ご住所 お名前 電話
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会派名 湖柑機党郡山市諮問 支出
-区分
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振込料
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別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号

区 分 ※該当する区分にO印 費 自 名

トL調査研究費 2 研修費!@ 広報費 4 広聴費
すま1~阿賀

5 要請 ・ 陣情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 8 資料購入費

10 事務所費 ;11 通信運搬 ・自動車燃料費 (郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支 出目的 -4(弘i知~r~.q 1'/#1証4irJ盛Z二i上白立件押j必-~~狂fr2l 
(支出事由) 41 初旬子42

, 

十 i対れI\~I) (μ件監基3 7
内 生?ft

支出年月日 支 出 先 支出金額

H ・

務?ル1 朱!司竹馬， ) 、ユ/ 年之月ぇ7 日 之 1-1， 之 d tJ 円

上記のとおり支出します。
ム/ 司犬攻援議員氏名 づJJf FT31@J 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
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旦 キ会長谷1':"J: ,) þp 晶、1 ~匂・

上記正に領収いたしました

〒963.，.8004 福島県郡山市中町1

宮部山共同印
取締役社長 柳沼太利
電話 (024) 932-~9 '6 
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※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 「領収書等整理票」 に貼付してください。
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Hみ
1

乙
人

制2
1
一

厳しくなっ た
2 ，748 人 66.2%生活環境の改善672

再生可能エネルギー地産地消費の支援462

障害者福祉439

中小企業支援42 4

公営住宅の増設344

農業支援320

水害・災害対策248

高齢者福祉の充実 1 ， 868 

国保税の引き下げ 1 ， 739 

水道料金の引き下{:fl ， 536

子育て支援策の充実 1 ， 484 

原発事故対策729

雇用の場の確保712

関心がな 無回答
い 271 人 224 人 5.4 % 
6.5% ム戸什~

判断材料がない
のでわからない
2，230 人 55 .5%

年金が減った1， 348 

物価があがった 1 ， 318 

医療費の負担が増えた858

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

介護の負担が増えた390

学費の負担が増えた273

売り上げが減った 157

失業した 169

蕃治高橋岩崎襲E聖子留夫問団

盤立
Qいろいろと負担は増えたが、税金は正しく使われたと信じています。
0消費税が上がり、保険、年金負担も増えました。景気が悪く残業規制もかかり実質手取りがへってい
る。特にパートはきついです。
Q税金は上がり、給料は上がらない。いい加減にしてください。
の生活費は年金の月額 9万円のみ。政府は減らす意向、この先年金は下降するのみか?
。給料が下がり、ボーナスもなくなるなか、家賃など支払額は変わらず、子どもも大きくなりお金がかか
るので、苦しくて、苦しくて生活が大変です。
。私は他市から転入してきたので、郡山市の水道料金が異常に高いのがよくわかります。
Q安い費用で入れる老人施設を多く増やして欲しい。そこで働く若い人には少しでも高い給料を差し上げ
ること。

04年前、無料にすると公約したから、期待して年少から幼稚園に入れたが、パート代のほとんどが幼稚(
園費用に消えています。
O原発事故後、工場が閉鎖、となり、別の会社に何とか入ったが給料が半減した。 : 

主



2017 年 2 月

満足している
1 ，385 人

不満がある
1 ，965人
47.4 % 

やや不満.782

やや満否問

ロ満足132

不満 1 ， 833 

寸

33.4 % 

加害者が決めるのはおかしい 1 ， 690 

被害者が納得するまで補償すべき 1 ， 003 

5 年以上経過したので仕方がない I 913 

当然だと思う 345

無回答 198

; 麗言轍鱒謹麟購磯露 : 
1 0原発事故により妻子が自主避難による 2重生活。生活が苦 j
i しくなった。
~ C;)汚染土をいつまで保管しなければならないのか。保管料，を i
j 支払うべき。
1 04年経過した後で基準線量に達していなし、からと除染を断 i
:られた。

1 9子供の健康を守るため検査継続を是非やってほしい。
~ O市民は何も悪くない。事故前に戻すのは当然。
~ O福島の現実を安易にみているから、簡単に再稼働するのだ。
1 0病児保育の時間帯が 8 時 30分から 5 時 30分まででは実際に j
i は使えない。
; 。塾がコンビニみたいにあるのは異常です。
; 。ニュースで原発事故処理の費用が国民負担になるようなこ :
j とを言っていました。そうならないよう頑張って下さい。

無回答 1 ， 070 

子どもの医療費18歳まで、無料化の継続2 ， 174 

学校給食食材の検査の継続11 ， 485 

屋内遊び場・プールの無料イd継続 1 ， 484 

髄閣議鱗雑緩謂蕗

地元合意が 〆ぺ無回答
あれば再稼 /\534人
働しでも良い、I "'t2.9 % 
503 人 12.1%1 '\

U "'li'l. 再稼働は行う

べきでない
2 ，525 入

60.9% 

アンケート特集号(2 ) 

希望するすべての児童が入所できる学童保育 1 ， 677 

待機児童解消のため認可保育所の増設 1 ， 664 

保育料の無料化の早期実現 1 ， 352

学校給食の無料化 1 ， 346 

返済不要の奨学金制度充実 1. 296 

補助教材などの負担軽減し î 04

無料学習塾の増設676 .1 

妊産婦の心のケア 5731

滋主語幽働総糊必潟ぷお7友三玄三認率三Z友:
守主者~~高品開定程表設住庇品協ムー

@私の場合、医療費の負担より往復のタクシ一代が大変です。
。何でもかんでもタダにしろとは言わない。年金で生活できるように し
て。

。介護施設に入所を希望したが高額で無理。
i O民生委員をしています。本当に困っている人への支援、 少しでも健康
寿命を長くするための対策を。
。現役を引退した教員による寺子屋郡山、大変助かっています。(情報
なく利用できない、との別意見もあり)
G長時間労働が問題視されているので郡山もヨーロッパのように早く帰:
って子どもと会話し食事を一緒にとれる街になるといいな。
Q現在 72歳、年金 8 万円、アパート代 3 万 4 千円で暮らしています。
食べていくのがやっと。市営住宅を抽選ではなく、困っている高齢者に住 ;
まわせて下さい。

@介護、特に老々介護の悲しい現実に自を向けた対策をお願いしたい。
@奨学金で利子をとる先進国は少ないと思う。無利子貸与が一番早く実現 :
できる制度です。

0派遣労働者をなくすべき。忙しい時だけ人を使い、あとは解雇される。
V，まだに年金を払えず、将来は生活保護になる。こんな世の中おかしい。
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外見

別記第 2号様式

支出明細書兼支出証明書

E戸 均 一t司 ，

区 分 ※該当する区分にO印 芳言幸主ち 目 名

L調査空究費 2 研修費 知 広報費 ;4 広聴費

送料(刈却臨〉5 要請 ・ 陳情活動費 16 会 議 費 7 資料作成費 8 資料購入費
10 事務所費 11 通信運搬 ・ 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 ふ寺院の山体主向
(支出事由)

キ議名 作l孔ぷ手ょι トコ母ゑわ什よみ イマ
内 容 ~ 

支出年月日 支 出 先 支出金額
-・

H. 

長? L゙I * I司らr ~t 1¥ ユf 年同ヴ日 //久 f??t7 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 J1Jf長4手 @) 

支出番号

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄 t

J 
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領収証
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之 月 之1.:日

J
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、
、

山キ言議議ゑゑ~ 1民蛮 様 之初0/勾7年

k1-• / /ア/ ~ぷιOJ l 
L 但 三キ科F討言鈴美会た

上記正に領収いたしました

〒963-8∞4 福島県郡山市中町l

ZE郡山共同印
取締役社長柳沼太利
電話 (024) 932~6958 

ボ
ギ
「
:

重

一

る
ム
一 i

1
1
1
1

占
ぽ二

芸
一額

レ
企

一
金

ス
斗!
 

内

消費税等

現金

小切手

命、、

、ー、 、 、

・ 、 ー
今 一 一日， ー

H HiŝGO #778 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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請求書

131\127主 党 共.~ J-it キ主義民 様
下記のとおり御請求 l申し上げます

2() I フ年ユ Fl ユ.5 LNo  

宇963-8∞4 福島県郡山市中町15-お

諮郡山共閤印刷
取締役社長柳沼太利
霞話 (024) 9 32-69~a 
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日本二只 J主党 支L下山キ 25viZi 様
下記のとおり御請求 I~ヨし上げます
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9

「
も
の
圏
慰問
。，
あ
りが
と
う
ご
ざ
い
震
じ
た

。

私
ど
も
が
行
い
ま
し
た
、
昨
年
η

月
か
ら
吃
月
ま
で
を
期
限
と
し
た
市
民
ア
シ
ケ
i

ト
に
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
し
っ
か
り
と
読
み
込
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
暮
ら
し
向
き
が
厳
し
く
な
っ
た
と
の
答
え
が
回
答
者
の

3

分

の
2

に
も
な
る
事
実
は
、
順
調
さ
を
装
う
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
が
一
部
だ
け
に
偏
り
逆
に
多
く
の
市
民
を
苦
し
め
て

い
る
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
郡
山
市
政
が
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
防
波
堤
と
な
れ
る
よ
う
さ
ら
に
努
力

を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

(1) 

主主εJ弘
吉智正。一

備
、
d

官
一
同

岩崎麗E里子習夫

島

岡田

i急圏

厳しくなった
2，748人 66.2%

日本共産党郡山市議団

叫&需主土日
母、ミつ な友引〉 記事Y

、一~

介護の負担が増えた390

学費の負担が増えた273

売り上げが減った 157

失業した 169

年金が減った 1 ， 348 

物価があがった 1 ， 318 

医療費の負担が増えた858

給与が減った508

クスhq時大2的『アベJ
とく品しを守 v

生活環境の改善672

再生可能エネルギ一地産地消費の支援462

障害者福祉439

中小企業支援424

公営住宅の増設344

農業支援320

水害・災害対策248

t 1叩設事性苦て;二会議さ堅議捧盗殺主主主理荏1三必必弘l
E，品てき笠記長 JI r、、>'"芸"三ユ.t l.A 、"正:=.とす::-":::Tτ=TJ=f 'r I\H~式汁 S 

Oいろいろと負担は増えたが、税金は正しく使われたと信じています。
O消費税が上がり、保険、年金負担も増えました。景気が悪く残業規制もかかり実質手取りがへってい
る。特にパートはきついです。

@税金は上がり、給料は上がらない。 、 いい加減にしてください。
@生活費は年金の月額 9万円のみ。政府は誠らす意向、この先年金は下降するのみか?
。給料が下がり、ボーナスもなくなるなか、家賃など支払額は変わらず、子どもも大きくなりお金がかか
るので、苦しくて、苦しくて生活が大変です。

@私は他市から転入してきたので、郡山市の水道料金が異常に高いのがよくわかります。
@安い費用で入れる老人施設を多く増やして欲しい。そこで働く若い人には少しでも高い給料を差し上げ
ること。

04年前、無料にすると公約したから、期待して年少から幼稚園に入れたが、パート代のほとんどが幼稚 i
l 園費用に消えています。 ! 
; ①原発事故後、 工場が閉鎖となり、別の会社に何とか入ったが給料が半減した。 ; 

高齢者福祉の充実 1 ， 868 

国保税の引き下げ1， 739 

水道料金の引き下げ 1 ， 536 

子育て支援策の充実 1 ， 484

原発事故対策729

雇用の場の確保712

判断材料がない
川のでわからない

2 ，230-人 55 .5%i 不満だ
688 人 16.6%
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不満 1 ， 833 

やや不満 782 寸

やや;詩訂司

口満足13 2

加害者が決めるのはおかしい 1 ， 690 

被害者が納得するまで補償すべき 1 ， 003 

5 年以上経過したので仕方がない 1913

当然だと思う 345

無回答198

湾整設整諮轡警誌援護髭当雪量蒋醤議i

的原発事故により妻子が自主避難による 2重生活。生活が苦
しくなった。

@汚染土をいつまで保管しなければならないのか。保管料を
支払うべきっ
@4年経過した後で、基準線量に達していなし、からと除染を断 ;
られた。

O子供の健康を守るため検査継続を是非やってほしい。
@市民は何も悪くない。事故前に戻すのは当然。
~@福島の現実を安易にみているから、簡単に再稼働するのだ。
1Ø病児保育の時間帯が 8 時 30分から 5 時30分まで、で、は実際に:

:は使えない。
~ e塾がコンビ、ニみたいにあるのは異常です。

;。ニュースで原発事故処理の費用が国民負担になるようなこ i
i とを言っていました。そうならないよう頑張って下さい。

無回答 1 ， 070 

子と、もの医療費 18歳まで無料化の継続2 ， 174 

学校給食食材の検査の継続il， 485 

屋内遊び場 a プールの無料イ出陸続 1 ， 484 

地元合意が 〆〆無回答
あれば再稼 一/\i534人
働しても良い\1. "{2.9 % 

503 人 12.1 %/¥ 
再稼働は行う

べきでない
2 ， 525 人

60.9% 

アンケート特集号(2 ) 

介護施設入居費用の補助制度 1 ， 955 

安い運賃のタクシー制度 1 ， 908 

特養ホームを増やす 1 ， 663 

気兼ねなく使える施設を増やす 1 ， 19司

温泉・銭灸券の増額 1 ， 017 

|スポーツの普及促進739

|敬老祝い金の増額430

希望するすべての児童が入所できる学童保育 1 ， 677 

待機児童解消のため認可保育所の増設 1 ， 664 

保育料の無料化の早期実現 1 ， 352 

学校給食の無料化 1 ， 346 

返済不要の奨学金制度充実1. 296 

補助教材などの負担軽減 1 ， 104 

無料学習塾の増設676

妊産婦の心のケァ573

: !よ湾総与持議廷~2í五時弛抗告揺れ維持曹司崎勝想論議桂

~@私の場合、医療費の負担より往復のタクシ一代が大変です。
~Q)何でもかんでもタダにしろとは言わない。年金で生活できるようにし
て。

@介護施設に入所を希望したが高額で無理。
@民生委員をしています。本当に困っている ;人への支援、少しでも健康
寿命を長くするための対策を。
@現役を引退した教員による寺子屋郡山、大変助かっています。(情報
なく利用できない、との別意見もあり)
@長時間労働が問題視されているので郡山もヨーロッパのように早く帰:
って子どもと会話し食事を一緒にとれる街になるといいな。
φ現在 72歳、年金 8 万円、アパート代 3 万 4 千円で暮らしています。
食べていくのがやっと。市営住宅を抽選ではなく v 困っている高齢者に住 j
まわせて下さい。

~ @介護、特に老々介護の悲しい現実に目を向けた対策をお願いしたい。
~ ~奨学金で利子をとる先進国は少ないと思う。無利子貸与が一番早く実現
:できる制度です。
~ @派遣労働者をなくすべき。忙しい時だけ人を使い、あとは解雇される。
;わまだに年金を払えず、将来は生活保護になる。とんな世の中おかしい。
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